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４
月
と
言

え
ば
桜
。
何

よ
り
も
先
に

桜
を
連
想
す

る
の
は
日
本

人
特
有
の
感

情
な
ん
だ
ろ

う
か
。

　

そ
し
て
桜
と
言
え
ば

小
学
校
の
入
学
式
。
窮

屈
な
黒
の
学
生
服
と
校

長
先
生
の
長
い
お
話
。

子
供
な
が
ら
に
緊
張
感

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　

そ
の
傍
ら
に
は
桜
の

花
が
凛
と
咲
き
誇
っ
て

い
て
「
今
日
か
ら
こ
こ

に
通
っ
て
毎
日
勉
強
す

る
こ
と
に
な
る
の
か
。

も
う
今
ま
で
の
よ
う
に

毎
日
遊
ん
で
ば
か
り
で

は
い
ら
れ
な
い
の
か
」

と
束
縛
さ
れ
た
よ
う
な

少
し
絶
望
に
近
い
気
持

ち
に
な
っ
た
の
も
事
実

だ
。

　

学
年
が
上
が
る
と
、

ク
ラ
ス
替
え
に
よ
っ
て

や
っ
と
仲
良
く
な
っ
た

級
友
と
離
れ
る
こ
と
と

な
り
、
新
し
い
環
境
に

す
ぐ
に
は
な
じ
め
な
い

私
に
と
っ
て
桜
の
季
節

は
嫌
な
季
節
で
も
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
大
人
に
な

る
と
桜
と
い
え
ば
花
見
。

仲
間
と
陽
気
に
一
杯
や

る
の
が
な
ん
と
も
楽
し

い
ひ
と
時
。
昔
は
花
見

弁
当
で
、
今
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
。
風
情
は
変
わ

れ
ど
何
よ
り
も
春
の
楽

し
み
。
青
空
の
下
で
ビ

ー
ル
と
肉
は
最
高
だ
。

え
？
桜
は
？
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諸
要
求
の
実
現
に
向
け

新
加
入
者
の
掘
り
起
こ
し
を

　
【
組
織
対
策
部
】諸
要
求
の
実
現
に
向
け
て
組
織

拡
大
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
令
和
６
年

度
も
組
織
拡
大
運
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
４
月

か
ら
５
月
の
２
ヶ
月
間
を『
春
の
組
織
拡
大
月
間
』

に
設
定
し
て
い
ま
す
。

https://www.okayamakenro.or.jp/

　

２
月
29
日
、
建
設
国
保

組
合
は
第
１
０
８
回
組
合

会
を
開
催
し
、
令
和
６
年

度
予
算
案
等
を
審
議
し
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
決
算

見
込
み
で
赤
字
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
度
の
医
療
保
険
料
は
22

％
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

は
４
０
０
円
～
５
０
０
円
、

介
護
保
険
料
は
４
０
０
円

の
引
上
げ
が
承
認
さ
れ
ま

　

組
織
拡
大
を
実
現
す
る

に
は
、
脱
退
者
を
考
慮
す

る
と
常
に
新
た
な
仲
間
の

加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
組
合
組

織
人
員
は
１
１
，
８
３
６

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
以
来
の
年
間

組
織
減
勢
（
14
人
減
）
と

な
っ
た
前
年
度
か
ら
の
流

れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ

く
、
年
度
当
初
の
組
織
人

員
の
７
％
（
全
支
部
合
計

８
２
６
人
）
の
加
入
者
を

目
標
と
し
て
組
織
拡
大
運

動
に
取
り
込
み
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
末
時
点
で
は

脱
退
者
数
が
加
入
者
数
を

上
回
っ
た
た
め
組
合
組
織

人
数
は
年
度
当
初
に
比
べ

72
人
減
の
１
１
，
７
６
４

人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

年
間
加
入
者
数
は
み
な
さ

ん
の
声
掛
け
の
成
果
も
あ

り
８
８
３
人
と
、
加
入
目

標
を
既
に
達
成
（
達
成
率

１
０
６
・
９
％
）
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

拡
大
月
間
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
は
、
組

合
加
入
動
機
の
う
ち
大
多

数
が『
仲
間
か
ら
の
紹
介
』

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
み
な

さ
ん
一
人
一
人
が
現
場
や

会
合
の
場
等
で
「
組
合
に

加
入
し
て
い
る
か
、
建
労

を
知
っ
て
い
る
か
」
と
声

掛
け
を
行
い
、
組
合
の
存

在
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

前
年
度
の
春
の
拡
大
月

間
で
は
２
ヶ
月
間
の
加
入

目
標
１
６
８
人
に
対
し
、

２
０
３
人
が
加
入
（
達
成

率
１
２
０
・
８
％
）
し
ま

し
た
。

　

組
織
一
丸
と
な
っ
て
新

加
入
者
の
掘
り
起
し
を
行

い
、
拡
大
目
標
を
達
成
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

時間外労働の上限規制が
適用されます
原則として月45時間・年間360時間
が上限。時間外・休日労働をさせる場
合36協定の届出を行いましょう。

し
た
。

　

建
設
国
保
は
保
険
料
と

補
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
医
療
費
が
保

険
料
収
入
を
大
幅
に
超
え
、

国
保
運
営
は
補
助
金
な
し

で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
と
医
療

費
削
減
へ
向
け
、
健
診
受

診
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
「
こ
く
ほ

新
聞
」を
参
照
く
だ
さ
い
。

拡大月間中のオルグ活動の様子（津山）

　第108回国保組合会

保険料を引き上げ
4/15引落分より変更

建労岡山の組織人数
（R6.2月末）(人)

支部名 組織
人員

年間
加入者
数

倉　敷 2,508 235
岡　山 1,755 160
都　窪 853 74
玉　島 783 60
津　山 761 38
児　島 699 45
西大寺 646 47
総　社 529 36
児島郡 428 27
玉　野 406 33
赤　磐 386 31
真　庭 290 13
和　気 258 17
高　梁 222 3
井　原 206 7
吉　備 197 12
笠　岡 171 11
新　見 149 10
御　津 140 6
苫田西 133 5
小　田 98 6
英　田 77 4
久　米 68 3
本　部 1
合　計 11,764 883

旧 新
区分 事業形態 令和５年度 令和６年度 差額
１種 法人の事業主 23,500 28,500 +5,000

２種
個人事業主・建設
業許可をとってい
る組合員

22,400 27,200 +4,800

３種 一人親方 19,500 23,700 +4,200

４種 職人（31歳以上69
歳以下） 18,000 21,800 +3,800

５種
職人
（70歳以上及び31
歳以上の女性）

16,000 19,400 +3,400

６種 職人（20歳以上30
歳以下） 11,900 14,400 +2,500

７種 職人（19歳以下） 8,400 10,100 +1,700
８種 第９種を除く家族 4,400 5,400 +1,000

９種
20歳～64歳まで
の男性家族（学生
と障がい者は除く）

10,500 12,800 +2,300

介護
保険

40歳以上64歳以
下一人につき 2,800 3,200 +400

※後期高齢者支援金分を含む

組織拡大月間
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を
目
的
と
し
て
全
国
の
仲

間
の
力
を
集
結
し
国
会
請

願
の
採
択
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協

力
の
お
か
げ
で
、
衆
議
院

提
出
分
８
，
０
５
７
筆
、

参
議
院
提
出
分
８
，
０
２

９
筆
の
署
名
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

協
力
頂
き
ま
し
た
み
な

さ
ん
に
は
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
取
り
組
み

は
岡
山
県
を
地
元

と
す
る
衆
議
院
議

員
５
名
、
参
議
院

議
員
２
名
す
べ
て

の
議
員
よ
り
賛
同

を
得
て
お
り
、
み

な
さ
ん
か
ら
頂
い

た
署
名
は
議
員
を

は
、
祝
金
制
度
の
一
つ
と

し
て
、
４
月
の
入
学
に
合

わ
せ
た
「
入
学
祝
金
」
が

あ
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
の
時
点
で
資

格
の
あ
る
組
合
員
の
子
供

が
対
象
と
な
り
、
小
・
中

学
校
の
入
学
で
、
１
児
に

つ
き
２
万
円
の
祝
金
が
給

付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
と
そ
の

配
偶
者
が
共
に
組
合
員
の

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し

て
祝
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

今
春
入
学
を
迎
え
る
お
子

さ
ん
が
い
る
方
は
生
年
月

第195章

思った以上に楽しい
気軽に青年部活動に参加を

　
【
青
年
部　

田
淵
雅

人（
38
歳
・
玉
島
）】
私

は
青
年
幹
事
に
な
っ
て

約
１
年
で
す
。
正
直
な

と
こ
ろ
幹
事
は
大
変
で
、

と
き
に
は
面
倒
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

で
も
、
や
っ
て
み
る

と
思
っ
た
以
上
に
楽
し

く
て
や
り
が
い
が
あ
る

給
付
申
請
忘
れ
ず
に

小
・
中
入
学
１
児
に
つ
き
２
万
円

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】組

合
員
を
対
象
と
し
た
、
仲

間
の
助
け
合
い
制
度
で
あ

る
「
け
ん
ろ
う
共
済
」
に

　
【
賃
金
対
策
部
】組
合
機

関
紙
12
月
号
で
お
伝
え
し

ま
し
た
「
持
続
可
能
な
建

設
業
の
実
現
に
向
け
た
１

０
０
万
人
請
願
署
名
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
建
設

技
能
者
の
減
少
、
高
齢
化

が
深
刻
と
な
る
中
、
職
人

た
ち
の
処
遇
改
善
の
実
現

と
、
後
継
者
育
成
・
確
保

署名の協力に感謝
議員を通じて国会へ提出

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】国

は
、
令
和
７
年
の
年
金
法

改
正
に
向
け
、
厚
生
年
金

の
適
用
拡
大
や
国
民
年
金

の
加
入
期
間
（
保
険
料
納

付
期
間
）
延
長
等
に
つ
い

て
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
全
建

総
連
で
は
組
合
員
の
年
金

の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
年
金
制
度
の
拡
充
と

運
動
強
化
に
繋
げ
た
い
と

し
て
、
令
和
元
年
に
引
き

続
き
「
年
金
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」を
実
施
し
て
お
り
、

建
労
岡
山
で
も
調
査
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

対
象
は
組
合
員
で
、
職

種
、年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

実
施
期
限
は
令
和
６
年
５

月
31
日
ま
で
で
す
。

　

回
答
は
、
紙
面
の
調
査

と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
あ
と
２
年
で
青
年

部
は
定
年
で
す
が
、
40
歳

以
下
の
組
合
員
は
み
な
さ

ん
青
年
部
員
で
す
。
所
属

す
る
支
部
の
青
年
部
活
動

に
一
度
顔
を
出
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
や
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

仲
間
を
誘
っ
て
気
軽
に

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
友
達

や
知
り
合
い
も
増
え
て
と

て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

み
ん
な
で
建
労
岡
山
を

盛
り
上
げ
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
楽
し
い
青
年
部
活

動
、
組
合
活
動
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

票
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
回
答
の
２
方

式
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
回

答
は
、
右
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
回

答
で
き
ま
す
。

　

前
回
の
調
査
で
は
、
老

後
の
生
活
に
必
要
な
年
金

月
額
は
「
16
～
20
万
円
」

が
32
・
１
％
と
多
数
を
占

め
、
公
的
年
金
制
度
へ
の

意
見
・
要
望
は
「
受
給
額

が
少
な
い
」「
諦
め
て
い

る
」
等
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
を
よ
く
確
認
の
上
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

け
ん
ろ
う
共
済
は
そ
の

他
に
も
各
種
祝
金
が
あ
り

ま
す
。

　

結
婚
や
子
供
が
生
ま
れ

た
時
の
祝
金
（
組
合
加
入

か
ら
半
年
以
降
が
対
象
）、

組
合
員
の
二
十
歳
の
祝
金

や
還
暦
、
敬
老
の
祝
金
な

ど
、
各
２
万
円
が
給
付
さ

れ
ま
す
。

　

事
由
発
生
時
か
ら
起
算

し
て
２
年
が
経
過
す
る
と

受
給
権
利
が
消
失
す
る
の

で
、
申
請
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
所

属
支
部
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

100万人請願署名

橋本衆議院議員に署名を渡す岩谷委員長

計
１
６
，
０
８
６
筆
を
集
約

年金制度の拡充へ
アンケートにご協力を

通
じ
て
国
会
に
提
出
さ

れ
ま
す
。

　

建
労
岡
山
で
は
、
令

和
６
年
度
も
魅
力
あ
る

持
続
可
能
な
建
設
業
の

実
現
と
建
設
技
能
者
の

処
遇
向
上
を
目
指
し
、

様
々
な
運
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
組
合
活
動

へ
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

在職者訓練研修コース（居住系）
コース名 概　要 日　程 受講料

実践建築設計
2次元CAD技術
〈操作編〉

①建築一般図と詳細図
②種々の図面の構築手法
③図面作成実習

〈３日間コース〉
•�令和６年７月27日
㈯、28日㈰、８月
４日㈰

•�令和７年２月２日
㈰、９日㈰、16日
㈰ ９：30～

16：30

8,000円

実践建築設計
2次元CAD技術
〈平面詳細編〉

①1/50平面詳細図
②平面詳細図の構築手法
③図面作成実習

〈２日間コース〉
•�令和６年10月12
日㈯、13日㈰

5,500円

実践建築設計
2次元CAD技術
〈立面編〉

①1/50南立面図
②立面図の構築手法
③図面作成実習

〈２日間コース〉
•�令和６年10月19
日㈯、20日㈰

5,500円

※受付はコース開始日14日前まで。定員になり次第締め切り
問い合わせ先：ポリテクセンター岡山　訓練課（岡山市北区田中580�TEL：086-246-2530）

入学祝金
令和６年度対象

小学校
平成29年４月２日
～平成30年４月１日生まれ

中学校
平成23年４月２日
～平成24年４月１日生まれ

けんろう共済
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組
合
が
取
り
扱
っ
て
い

る
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ

ｐ
（
全
労
済
）
の
「
住
ま

い
る
共
済
」
は
、
令
和
６

年
４
月
１
日
以
降
に
発

効
・
更
新
を
迎
え
る
契
約

よ
り
、
商
品
改
定
が
実
施

さ
れ
、
特
に
風
水
害
等
の

損
害
に
対
す
る
保
障
が
大

き
く
改
善
さ
れ
ま
す
。

　

風
水
害
等
の
損
害
へ
の

共
済
金
は
、
被
害
に
あ
っ

た
実
際
の
損
害
額
に
も
と

づ
く
支
払
方
式
に
変
更
さ

れ
、
支
払
わ
れ
る
共
済
金

の
額
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
支
払

い
対
象
外
と
な
っ
て
い
た

10
万
円
以
下
の
損
害
に
つ

　
【
税
金
対
策
部
】組
合
で

は
令
和
５
年
度
の
個
人
相

談
会
を
県
内
６
会
場
（
岡

山
・
倉
敷
・
玉
島
・
津

山
・
西
大
寺
・
高
梁
）
に

て
開
催
し
、
20
支
部
２
２

５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
月
も
県
内
各
支
部
で

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
月
11
日
に
は
和
気
、

児
島
郡
、
倉
敷
、
吉
備
の

消費税申告が増加
県内６会場で相談会を実施

新
年
度
の
始
ま
り

県
下
で
定
期
大
会
が
開
催

４
支
部
が
開
催
。
和
気
支

部
は
60
回
目
の
節
目
と
な

る
大
会
で
、
人
と
人
と
の

絆
を
大
切
に
、
強
い
組
織

作
り
を
行
う
こ
と
を
掲
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
品

の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

児
島
郡
支
部
は
仕
事
確

保
に
繋
が
る
活
動
を
し
て

い
く
こ
と
等
を
確
認
。
ま

た
、
支
部
の
名
称
変
更
に

つ
い
て
出
席
者
全
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

　

吉
備
支
部
は
組
織
拡
大

に
繋
げ
る
た
め
、
70
歳
以

上
の
組
合
員
に
対
し
慰
労

会
を
開
催
す
る
こ
と
等
を

提
案
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

倉
敷
支
部
は
、
補
助
金

確
保
の
た
め
要
請
ハ
ガ
キ

へ
の
協
力
を
引
き
続
き
呼

び
掛
け
て
い
く
こ
と
を
確

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

に
よ
る
事
務
作
業
等
増
加

を
理
由
に
、
令
和
５
年
分

の
申
告
料
金
と
令
和
６
年

分
の
記
帳
代
行
料
金
に
つ

い
て
改
定
が
行
わ
れ
、
昨

年
よ
り
参
加
人
数
が
減
少

し
た
も
の
の
、
令
和

4
年
度
の
参
加
者
数

の
８
割
以
上
の
方
が

継
続
し
て
相
談
会
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
談
会
当
日
は
対

面
で
、
税
理
士
法
人

テ
ィ
グ
レ
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
岡
山
の
担
当
者

と
組
合
員
が
１
年
間

の
帳
簿
を
基
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
う
な
ど

各ブースで相談する参加者（高梁）

い
て
も
風
水
害
等
共
済
金

の
支
払
い
対
象
と
な
り
、

物
置
・
納
屋
・
車
庫
・

門
・
塀
・
垣
・
カ
ー
ポ
ー

ト
な
ど
母
屋
か
ら
独
立
し

た
設
備
な
ど
、
従
来
に
比

べ
て
小
規
模
な
損
害
に
対

し
て
も
保
障
で
き
る
よ
う

改
善
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
風
水
害
・
地
震

等
が
多
発
化
・
大
規
模
化

す
る
中
、
引
き
続
き
確
か

な
保
障
を
届
け
て
い
く
た

め
、
木
造
構
造
お
よ
び
鉄

骨
・
耐
火
構
造
の
自
然
災

害
共
済
部
分
に
つ
い
て
掛

金
額
の
改
定
も
行
わ
れ
ま

す
。

　

住
ま
い
る
共
済
は
、
住

宅
の
築
年
数
に
よ
る
掛
金

の
割
り
増
し
は
な
い
こ
と

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

も
し
も
の
経
済
的
リ
ス

ク
に
備
え
る
た
め
、
こ
の

機
会
に
保
障
の
見
直
し
を

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始

後
初
め
て
の
申
告
と
い
う

こ
と
で
、
免
税
か
ら
課
税

に
な
る
事
業
者
が
増
え
消

費
税
の
申
告
者
数
も
増
加

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
例

年
よ
り
も
１
人
あ
た
り
の

対
応
時
間
を
30
分
か
ら
45

分
に
延
長
し
、
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
受
付

担
当
も
増
員
を
行
い
ま
し

た
。

　

次
年
度
も
２
月
頃
に
個

人
相
談
会
を
実
施
予
定
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

三
位
一
体
と
な
っ
て
前
進（
倉
敷
）

４
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

10
万
円
以
下
の
損
害
も
対
象
に

住まいる共済

認
。
ま
た
規
約
の
一
部

改
正
を
提
案
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

16
日
開
催
の
新
見
支

部
は
、
会
館
建
設
の
財

源
や
経
過
に
つ
い
て
質

疑
が
出
さ
れ
、
17
日
開

催
の
高
梁
支
部
で
は
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

活
用
の
説
明
会
を
開
催

す
る
こ
と
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
津
山
、
児

島
支
部
が
開
催
。
津
山

支
部
は
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
や
安
全
講
習

会
、
労
災
学
習
会
を
計

画
し
労
働
災
害
撲
滅
に

取
り
組
む
こ
と
な
ど
を

確
認
。
児
島
支
部
は
敬

老
祝
金
な
ど
３
つ
の
議

案
が
提
出
さ
れ
慎
重
な

審
議
の
結
果
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

令和６年度集団健診（４・５月分）
　下記の日程で集団健診を実施します。(完全予約制）建設国
保加入の組合員・配偶者・40歳以上の扶養家族は、一般健診
を無料で受診できます。家族で１年に１回は健診を受け、健康
寿命を延ばしましょう。詳しくは、所属支部の集団健診の案内
で確認し、受診希望者は必ず申込みください。
　また、健診機関より届いた、受診票に記載の受付時間を厳守
し、ご来場ください。また、今後地域の実情に合わせた対策を
とらせていただくことがあります。ご理解、ご協力のほどよろ
しくお願いいたします。
　10～12月実施予定の日曜健診、日帰り人間ドックやレディ
ース健診または、お近くの医療機関で受診できる特定健診等
を受診希望の方は、所属支部へ相談してください。（健診内容
等は、こくほ新聞を参照ください）
支　部 健診日 健診会場

真　庭
４月20日（土）

久世エスパスランド
４月26日（金）

赤　磐
５月14日（火） 吉井B&G海洋センター
５月15日（水） 西山公民館

岡　山
５月16日（木）

岡山市サウスヴィレッジ５月17日（金）
５月31日（金）

津　山 ５月18日（土） 津山文化センター
小　田 ５月25日（土） 矢掛町農村環境改善センター

玉　野
５月29日（水）

すこやかセンター
５月30日（木）

※津山支部は６、９月、岡山支部は６月にも健診を予定しています。

挨拶を行う議長と副議長（津山）
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田
・
大
工
）
を
紹
介
し
ま

す
。

　

賃
金
対
策
部
は
岡
山
駅

西
口
の
街
頭
宣
伝
で
、
建

設
技
能
者
の
処
遇
改
善
を

訴
え
る
活
動
や
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
、
拡
充
な
ど
に
向
け
た

自
治
体
要
請
行
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

普
及
促
進
に
向
け
た

周
知
や
賃
金
実
態
調

査
の
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
、
賃
金
不
払
い

相
談
等
も
行
っ
て
お

り
、
建
設
労
働
者
の

雇
用
改
善
と
賃
上
げ

に
向
け
た
環
境
整
備

な
ど
持
続
可
能
な
建

設
業
の
実
現
を
目
指

し
活
動
し
て
い
ま
す
。

山
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
に
出
場
し
た
り
、

呉
ま
で
走
ら
せ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

普
段
は
自
宅
で
ロ
ー

ラ
ー
練
習
や
、
仕
事
終

わ
り
の
夕
方
か
ら
走
っ

て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

41
人
が
集
ま
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
に

は
総
社
や
福
山
か
ら
も

参
加
者
が
お
り
、
休
み

の
日
は
一
緒
に
１
０
０

～
１
２
０
キ
ロ
ほ
ど
グ

ル
ー
プ
ラ
イ
ド
す
る
こ

と
も
。

　

し
ま
な
み
海
道
や
蒜

山
、
児
島
な
ど
に
行
っ

た
際
は
、
ご
当
地
の
美

味
し
い
料
理
を
食
べ
る

こ
と
が
醍
醐
味
と
話
し

ま
す
。

　

大
会
の
状
況
や
風
景
、

そ
し
て
仲
間
達
と
の
思

い
出
を
残
す
た
め
、
動

画
を
撮
っ
て
い
ま
し
た

が
令
和
２
年
９
月
か
ら

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
開
設
。
チ
ャ

ン
ネ
ル
名
は

「
ヒ
ロ
く
ん
チ

ャ
ン
ネ
ル
」
で

す
。
い
い
な
と

思
っ
た
方
は
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
登

録
、
グ
ッ
ド
ボ

タ
ン
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

し
か
し
、
販
売
許
可
の
条

件
の
一
つ
で
あ
る
専
用
キ

ッ
チ
ン
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
ず
断
念
。

　

そ
ん
な
時
、
平
成
30
年

７
月
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

自
宅
は
全
壊
。
今
後
を
家

族
で
話
し
合
い
真
備
に
再

建
す
る
こ
と
を
決
め
令
和

２
年
に
専
用
キ
ッ
チ
ン
を

設
け
た
自
宅
が
完
成
。
夢

を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

多
く
の
方
の
支
援
と
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
夫
の

お
か
げ
で
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

再
建
し
て
も
う
す
ぐ
４

　

今
月
は
松
石
賃
金
対
策

部
長（
和
気
・
大
工
）・
矢

田
部
賃
金
対
策
副
部
長

（
吉
備
・
屋
根
工
）・
谷
口

賃
金
対
策
副
部
長
（
英

306

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

きっかけは子供と健康
大工さんのヒルクライマー

高梁支部 丸橋宏文さん（大工・56歳）

　

大
工
を
家
業
と
し
て
い

た
祖
父
の
代
か
ら
３
代
目

と
な
る
丸
橋
さ
ん
。

　

10
年
ほ
ど
設
計
や
建
築
、

店
舗
の
内
装
を
し
て
き
ま

し
た
が
30
歳
の
頃
に
家
業

を
継
ぐ
こ
と
を
決
心
。

　

子
供
が
小
さ
い
と
き
に
、

健
康
の
た
め
に
と
一
緒
に

自
転
車
に
乗
る
こ
と
を
き

っ
か
け
に
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
高
梁
で
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
の
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
が
、
悔
し
い
結

果
に
終
わ
り
、
そ
こ
で
ロ

ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
り
換
え

を
決
意
。
今
で
は
お
か
や

ま
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
、
野
呂

吉備支部
西本　圭子

　

電
気
工
の
夫
と
結
婚
後
、

パ
ン
と
焼
き
菓
子
作
り
が

趣
味
に
な
り
材
料
に
も
こ

だ
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
北
海
道
産
の
小
麦
粉

「
ゆ
め
ち
か
ら
」
と
九
州

産
米
粉
「
ミ
ズ
ホ
チ
カ

ラ
」、北
海
道
産
の
バ
タ
ー

を
使
用
し
、
発
酵
に
は
天

然
酵
母
。
素
焚
糖
（
奄
美

諸
島
で
収
穫
さ
れ
る
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
み
を
使
っ
た
国

産
の
砂
糖
）
で
優
し
い
甘

さ
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
時
、
友
人
か
ら
販

売
の
要
望
が
あ
り
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
販
売
へ
の

夢
が
膨
ら
み
始
め
ま
し
た
。

年
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
夫
を
支

え
、
私
自
身
も
お
客
様
の

笑
顔
を
想
像
し
な
が
ら
心

を
込
め
て
、
パ
ン
と
焼
き

菓
子
作
り
を
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲間達との記念写真（左上から３番目）

建設技能労働者の処遇改善を訴える

九州産米粉のカヌレ（上）
北海道産小麦のベーグル（下）

〈
県　

内
〉

９
日　

四
役
会
議

17
日　

賃
金
宣
伝
行
動

18
日　

執
行
委
員
会

21
日

　

�

青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

25
日

　

女
性
会
交
流
集
会

30
日

　

連
協
会
議
（
西
備
）

本
部
　

　
役
員
紹
介

〈
県　

外
〉

４
日
～
５
日

　

全
国
技
対
活
動
会
議

11
日
～
12
日

　

�

労
働
安
全
衛
生
全
国
活

動
者
会
議

　

�

全
国
教
宣
活
動
者
及
び
機

関
紙
編
集
担
当
者
会
議

15
～
16
日

　

�

全
国
社
保
対
活
動
者
会
議

25
日　
全
建
総
連
税
金
部
会

25
日
～
26
日

　

�

全
建
総
連
社
保
対
部
会

　

み
ん
な
が
笑
顔
に
な

れ
る
よ
う
に
と
願
い
、

屋
号
は
「
n
i
c
c
o
r
i

（
に
っ
こ
り
）」
に
し
ま
し

た
。
現
在
は
予
約
販
売

の
み
で
す
が
機
会
が
あ

れ
ば
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

パ
ン
と
焼
き
菓
子
を
販
売

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に


